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障害者等の雇用の在り方検討に係る専門委員会状況報告について 

 

■ 平成 25年 2月 19 日（火） 第２回専門委員会を開催 

高年齢者・障害者雇用実態調査結果（中間）について事務局から説明を聴取するとと

もに、専門委員会における今後の検討の進め方について意見交換を行った。 

 

１ 意見交換の概要について 

【制度の周知】 

① 障害者雇用に関する助成制度は様々あり、中身が周知されていない。 

② ジョブコーチ制度など、企業に対して支援してもらえる様々な関係機関をもっと周知

する必要がある。 

③ 助成制度や支援機関の連携先があっても、企業側の障害者の理解が進まないと周知し

ても受け入れられない。 

④ 企業側も色々な制度があることは知っているが、どこかに相談すると一元的に全部分

かるようになっていると企業側も助かる。 

【就労支援ワーカーとの連携】 

⑤ 就労支援ワーカーが、企業に入っていって仕事を作る（仕事を分割して具体的に働き

かける）ことで解決する部分がある。 

⑥ 「雇用継続と職場定着について」関係機関と連携したことがある事業所が少ない。就

労支援ワーカーとの連携は企業にとってはまだ距離がある。企業が障害者雇用を進め

るのにハローワークだけでは限界がある。就労支援ワーカーとの連携は大切になって

くる。 

【職場の理解者】 

⑦ 職場定着について、知的障害、精神障害のある方は、１年３年５年経ったからといっ

て定着しているとはいえない現実があるなかで、職場内に一人でも理解者がいると定

着しやすい。 

【仕事の形態・障害者の能力】 

⑧ 清掃などは訓練業務として行い、訓練終了後委託業務として支援者と障害者の作業チ
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ームが清掃業務に就く取組がある。こういうことを企業側は知らないと思う。仕事の

形態や障害者の能力について周知していくこと、事例や経験を知っていただくことが

必要だと思う。 

【制度の見直し】 

⑨ 施設整備助成金なども申請してもなかなか認可されないということも伺っている。助

成制度が用意されているが、活用しようとするとハードルが高い。制度の見直しも必

要なのではないか。 

 

２ 今後の調査・検討の進め方について 

・事業所の現地調査及び障害者団体・支援者の代表者との意見交換について承認を得た。 






